
製造部

罎語製童武職

 本巣に於1ナる水産裂遣萎の毛雇1=寄与する嵩.各稜の加工試験…三家勉し罎;書岡骨・に於い

 てほ庸1二貝類護詰をして不県特産昌宜賜£計リー方民層1首への蔵荷馬葺・に専念した。

 商含撞拍工乗旨に依る敦操便進艮滴完防止法g研究には民回茱肴の現実1二。マソチ「し
 た操作を試験した。
争(一)男河冥昧件並水薫震詰製豊試験

 昨年長夫本県府差冨として琉球1市場き員長はし一た嘱…可貢の1束乍ト鷲書は康憂の膚冠場所
 に帳リ昏笑気セもって〕る畜.ごんか腕冥試勇衰の目的て麺児苗市、窯業協目重且合反

 民同業幸っ協力の七ヒに刺身爾粋30/5肝625反を使用して7号昧侍{睦諸〃テ〃

 竜蔓ヒ7号オく煮{葎諸手マ缶菱之裂j三した。

試蹟場所第/次工程彪昆露市中央薄業協同組合
 第21ζ工程当指導所

製湊

 穿/次(剥身)工渥脚々鞭鯛賊r櫨語継嫡雑書の鎮浅1こ皐し鮒身
 の段時指鼻をばしち。

 第2次(加工)工程1揃」身寮料を:望釜1二で沸際世る選局に(剣身榛料め秦熟内畢
 蚊しあ鵬.)軍賄梁5畑なし列1士牽馳る温湯中ヒて付ル1・ケ量孤れ
 響く滋伴し汚物陳去木切緩7暑趨=味はは固型量235反液量6∫瓦を主八総量一
 300石こヒしメく黄は固劃…妻ノ90反ヒ職短5反ヒ盟易メくを書二入港ξ而め禿乏歯7L15S

 (23コ。F)(///,3oC)60ラN回旋ミ……iした。

 経置踊珂貢椥す繕諸
       ■一1■,

       梨遣早目下評刺身司ト。歩.・.〃†司製.旨ヒ票(7暑慶)       296鍾.刺身京粁

       、、1子6ヨ6       享.ノkク77

       〔〕パ/ア4.ク506364
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調味液割合

亙分

醤淘
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水静
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 ノ∫o展
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狗要
見合液看沸祁葎

岡彊壱登記畷

 ・蘇

           蔓虫鹸櫓憂錘重量一同型董潅量内魯重量団型位歓腐要
           輻珂貝昧侍尺36沙/9反ノ尺5瓦67足227見ク2及299外蚕味琶裂直回目蛾㍑δ沢菖得岡竈日目2牙5一ノ
           3`δ!∫2o.oク2無ク6?2968ノ1           勺リ
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          範重量員室豪塩分属片度^重量固坐量液量内答重量国製粒歓痛撃
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院氷試験比較

   □操作右曳丁扇ザ澗要
   ←

   宇甑法温湯木沈須手にて系1jタ…・レr嚢宛堰1」圧Iをカロヘる程度/㍑亭6
   袋較浅欝欝霧禁妄錐㌶轟/43,5

   敬・浅利身廉科・をザ1しに入れ季にて軽4曖をたへる./6ク.5
   プ

   だI沃と/口上に広げ一打ム。分同政一匿ノ39.0

   鷺疾ゼイ1コ上に払げI約3o今岡放置/63,0

   所感I所感

 案ノ次工程I二於げる利身漂f右1ま木砺自後1二処置するこヒがき芭沖痢て巧リ、梨了後っ

 五憲一卿俊勿き善しく左右する=ヒ桝1」った、昨年夏よリ盟が1(ずく・机た墨話を腎だ
 命←)鰭咲叶壌詰裂豊試瑛

 書ヲトの六'致…胃及山者き悶で婁…漂され俗1二南京多目(平簗青)ヒ誘冒ぱるる、':の鯖1ま臨院'台≡

 有量が置多で加工の方途なさため薩諸法によって崎値嵩拐を計る目飯を以って累料

 750野000疋を震同して平2号昧竹罐書着2.3/7当菱の」襲轟を斧Fた'

試験陽昨当眉導肝

 製法一取累薫法めエ雇に率す一事

生門諸込蓬230反

 う霞{菱(萎、麺)6o瓦(蒸一意表を律除してヴら)

 殺舜ノ0と.5S(237.ダF)(ノバ、プC)60H

経盟籟啄峠謹詰.

 良豊周目慕科窮量「鎮腐熟早消缶)
 庫リ6ク・ダ川及鮎川及脂肪珍し
書十7与0.0002.3/7
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岡罎衝萱記録

記重量 桑室庚穐慶'撞憂量

 盤孔.五銀ク戸

要

 の鍔黒豆同日一〃.1貫6
 だし嗣者瑳日目、3チ∫3う

/o7



 所感I

 書駅{憂湊奄・巧ったがj票芋H1二支η寒か一歩カ'った為歩留…書くj莚髄=事自の1寮国が弩く外葦毛が

 頼る寒カ'った。

命(三5員露喋付罎箸製豊試廠
 _敬榊=案外不昧たと着はれる異茅至罐詰亜美味にする試験肝茗び日的て石ろ,即ち

 員建固有め醸啄き毅和し内め硬化防止法に童宍をあいた..

 併てライトミート罐詰の豪料ヒして不亜な閃貢のものに碕して毛:一の味付者雀話法i='

 揚荷して司一反的に漣阿の抑剛を討つだ,
 慕科“58野2∫0及会便用して平2邪甑片纏諸み9ノ砧ヒフレーク昧枯鍵
 諸33纏り製畠芝仔た。

試験場所書肩葺所

製法

 薫語気宮調理(頭舳j→内臓昧奉→沈娠→篭立)→意薬→放冷(20跨岡)→稲」

 膏城→鋼断→岡藷(国1彬阿/70年、調味液656〉う員室脊綿→放困(7L6S
 ノノ人3θ后δN)十)妻去1丁

 蒸薫亥宮調理(頭切リ→囚薦凍麦→身卸(背骨殊麦〕う〕⇒掴断づ図諸(図溝阿

 20蛉)→蒸煮→液汁藤陳→調味阪勧口(65寄)う員室電飾→敢菊(7L8S・
 /!4.3060H)う2〉李郡

    経温真鯉昧侍薩竃

    黒豆肩目榊琶・÷→焉亭誓(平二
    2胃、5,27/65反m疋ノ、羽7罎罐1緯度脇十
    ξ23./350一〃0/〃ク」散策聾鮮度不湊    6、/2クgグ∫〃/ノ/

    6.ノ3/ク東3パ2〃6二=日・
    6.パ2減忽∫

    6.ノ53/3.η∫    4.ノ6万ノ、3753グノーL上・1「8∫δ14・J肌〃;つ山1。徴、トー。1.6。、。寸。、1血一    4./70
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所感

 蕉煮浅ヒ着諸法ヒは加工原作上薬難の肩豆は完机購・が一理旨の五感斥キ僻儘に於では
 意語浅か監か1二勝っていた・。

 綱)想礎並1まし駿嚇罐詰景造試瞭
 鮭類のうちで景も碧写な魚乗1の掻い該薫に律して調味相工を目的として佐考黒励の

 協力を鮮で全町の矢竃綱にて濠痛さ帆た累科惚田雛45∫街250瓦反ぼし蟹η7

 度F夕00フ毛て・二F2号弓未一寸詞童義…3.70ノ観」宣した'

邦験場所当指導前.
契氏

 惣田鯉は生切リ(頭材→阿蔵殊去→水洗→腹部を下師ナ寵立)築罷ヒい1孔7g外蒸
 煮放冷肌醒阿ノ70徹詰め率繍ヒる調味液(号臓参黒)6o瓦を注加、ぼし
 景匿は葦婁士刀リ内覆～1珠麦、クソオーて奈煮(/000c⊃60分なし20月苧1司放寿、ヨコ・冒
 。反薙膏除去(字功リ加断の秩殖膏藏存丁るヒ岡搦断面が粧婁ヒなる鎌小汚る.杓請
 (固型囚ノク3瓦調味叛6δ夏)7L5S(239.グF)(〃/3台C)60分間救

 菌した、

 ぼし軽味付鍵;書ピ
豊肩亘累料一鯉量製邑楽滴

 86.25ク6タ研000疋3092奄塗男手雇ミ爵複

一

 字ノ7〃2、守00300

 「1チ獅伽。、奴

詞啄液剤分

 1義∵年三_二「
 原科・凧理歩留叱薇

詞
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 1箒段、1祭1+拐考け…
 ・i・倣狐1猟麟歪π丁丁蟹璽ヌπ■
岡彊涼登記録

        種別稔嚢遣員室菱淘度百≡貢

        饗田窪味片.瓦'279時9一員2/2瓦54簑蔓覧、三一不筆暮1マ1・・2審.7フ3239311..牙.一!→洲1ド肌1.1ξ        ラ295!2/7o63ノ∫6ク6

        ぼし難味体2ラクノ。2人96茅ノ77夕9

        ,;1ヲ。ノ32o.o65/ア6掲2〃4{"と"{片2{)____一_.し一一_一__一一___一
所感

 寸べて差諸法の耳罪作{嫁した=由尋ξかあって裂書の奇一栄1=ほ嫌な桑一票か;亭くなった.
 この効果を助長したのは事の揮汁を高つvしたの〔収村・目締(あつだほし

 貫堅(セイト).は調理の場合珂完虹[セ禿介1二行ったもつぽ外量暑に於ても貫塑に轄娯した
 萱晋を得た.

 .曾(五)とこぶ一し木童並味片庭詰梨宣試演.
 外貨震葎し中国向輸出電)ヒして本昇・痔産量り高楊が窮極z旧約(あ弓

 餓2ケ年械馳鎌、・れをI胴柔意梢I膜す碑になつた刎二件ひ詰靹双
 ・鮪靴成しつ・剥身聯!榊榊ク・反セ綱して崎抽ヲ.〃翻7辞
 割繧請ノノ69鍾鎚した、
 試擦湯荊一案呈郡脅清水産工場(除数→冠漬→輸笠作茱)

当肩導師

製法

 (A)4〈煮琵妄……製jミ≡…二は前年庚ビニぶし奇蔓藷■製;宣試=験に率し;た二.

 崩蕾ら,ムδ∫(229矛叩)c〃ク9I()〃外回

閃諸量

 水素ぼ、享…箒、芸写、計矢窟稿メく茄、木功.要傭■
!BANし6/2302

 ・匿舳月}〃・/∫二___」
16)革剰

 翻鱗遂て養軌た苧科帽1量制勇)1埴引・1て性峯乏芯す,
//0



 鯖亡る洛搬鵬鰍去、院航法し鵬肉(20泣以下伽1姐の1継別〕を
 軽けイ1しし一別答愚(軽く味休(味件1醐黍几決々後、町亭に違讐、ク号
 罰蓬に睾}ツミ匿τ雪上量/43厘.義郭味液(男止湊参真智)30一夏を三宝カロ員ミ…;ミ巻言吊.冒L8.S(

 つ3チ.8山F)(/ノ2.ク'c6o分団寂詞した、

 経j駐ヒこIドし水煮豆牢刺含蓄姜碁

  毅呈赦ク号畠剖商票
  74_

  46

  2/3

  /32

  テ㌻

  ノ76

  g7

  97

  3ア..

  3ヌ

  g茅

  ノ3夕

  !/η
  一・

謁弥液割合

 勇・

 穫=の妾婁薯看二液左{ミ用〒した。

 罎円I=鋤口下る…嚇濡崎

 日土産財1嚇榊ち要
盤二_適用瓦

 ヒ考■実十…
}一一'}.
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 嗣寝衝査き乙築

 山∴粋叫÷

      ・製造数
      酋・法港義気

      裂藍貝日原料騒量楕円'書鐘詰嚢曜潟阿3暑撞着摘要
      コ宮.9ぺ.研反96減∫纏睡■3ユ握6δ鯛鯨締袋帯ん
      98〃8ωo実。7員鯛灰片口竈辞厚良好

      99・30〃0!o/帥彊.緯度範

      9〃/30.mO523δ9鵡H裟瓦㍉
      930κ3.万ク∫ノ80ク

      /o.2/3/.苅0ノ林3フ∫硝/÷蒔融野鶏/3'
      ノ〃.5
      ・2叱3.石ク369

 療粋の産地が懐島であ召ため第∫次工程(除叙.冠漬、輸圭)乏なす刎二地元竈も

 水差指鼻師一の后導ヒ輸童1=功オ左拝.枚持両には歩域リの抑制沃液十の混濁防止法
 り試験に1竹媚的セ達成しだが、屈責さ』tた京枠が籠帥ら瓢針爪るので塩憲

 一'府間に甚ちIしい差異乞生ずる.輸送汰泥か一悪く島清時因が屈時に延長ざ収ξ七のは

 貝図の1貫4巳カ“激しく自寒1嶺豊}勿元ヒ笏(秦軍ミ斗生はく瞳ミ{目してし‡ら)1ま更1れなかった

 含(大身旨味寸す鍾諸要童試験

 蒲!球内竜窒詰≡;;漢=のゲし一ド婁潟に貴し盲す早春=ヒ…;1…完き.キー方さイントヒなっている
 (す÷コラ1し才イiレ)り為ヒ思は帆る.・剥友再止艮獅'刑法・り研・完き司的しした。

 毒蘂童万莚U=て烹季姜=さ似る用旨筋の・ラい界詞一29茅占看〒ク00尼乞{更同してぶ芦田/暑[宋
 イ罐詰778彊ヒ楕円3号昧片薩諸6.δク2寝製遺した・
試験場所書宿算所

製法

 J)事貢去に依る製造工程は前手農事業頴告繭昧件旛話製豆試1騎に準ず

 0H鎌漢、調理後5跨間室京料茎浩茨放事後堵円3号纏に固里量ノ65瓦疲量め

 瓦き注肌8騎∫(2ハ.杵)(〃2.7ヒ)6ρ械薗した。
琶盟魑喋侍鐙詰

一血1
緊

『

 袋帯!是『
 一`一}「

 ・裟独確

 3フ∫硝〃尾

韓一
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  I山一凹凹1'…一一一…'一'■ザ'一'丁一一一一「■一'…一τ凹■は1…㌧土1千十1㍗一6尾“1日才十11111壽;萎卜1い!・・舳搬紐欝㍉1釜
  「llド号号〃㌧3ク5反当〃尾  」__二無二単ω1
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岡缶菱二陰蚕記一課

所感

 争順珂止1‡如上の蒸,着沃(・は禿.・分I床日約1ま星ヒら火なかった、軽渡の目許を施して

 かろ…善めだもりは全然、争1j文1一ない介門・亥に稗昧を失ひ且致I騨カー夏れて書、味{面一{産1ま
ノ/3



 砺薯.(・巧ろ、

 多(せ)禾貫味付罐詰製皇試野

 本県甘の扮歓ある、眉誰。さっ抹冥「は争工加工生産が帥iれて礼す斑
 舳鮪市繍刀雛1二従リ該勘啄1キ缶茜を製造す弓こヒ1・帥㌧
 さつま赤貝は他の員穎の肉'1二叱し形怒を廉ちが一たし1嫌があ香のζ=似を標作上の蔓

 軌した。.
 原料ヒして鼓柱クタ沙厨逆剥身原科ノ3ア∫珊η3反を以って7弓部」μ崎味付

 缶…書7一号缶ψ4.ク63缶6号缶993≠缶乞婁む重しだ、

 試清場所第ノ次工程(煮熟→隙致⇒放玲→輸笠)眉福山妻業協同証合

 第・女工程(翻した刺身を餅として以後缶郎る全工程)当砕
術)

 裂去察/次㈱工〕工程として該禾員の老熟除穀(敵付票料を豆距離輸封
 るヒ叱欲的最時内看ても敬離れが暴く殊に活版・む弱ったものぐ談め割れたむのに
 なるヒ.その員;産の岡奮産帆がよくない、頂余蓑支は妾,楊けてカ'ら綿式藍男』をなすと内ほ

 足、外套穣.貫庄等,箇マヒ離机るから一個っっ敬外しをヒなはならない)き見地

 にてなし箱し身弼斗ヒなし放冷稜曼洋食え看、=言者め単i麦(ノド型二事高率)色メって渥LぢI=老ミ

 前へ萄送した.

 着荷ヒ細身票料は=重金にて再藁弗膚男に7(刺身黄果肉等き巨約ヒして)養契
 5分閉……虞琢し男山=三宰{菊せる温易1ギ1二で欣舅美のザiレ1二少量多色入帆車重く撹コキし滝コ切i粂・
 ま三一く亥乃髪ミ芦刺Iま缶タドIこて覇く=家rキ(刑景参貝葦)均〔しをく冷毛麦r†睾にj重ミ撃,ト柴十すは自ヨ内

 味片ヒして痢語(一別表参姪jめ赦菌した。

囚叢号

区分纏型問詰着液号`狗要{

蓑出篶芋姜尾1鵜堅萩璽重職二1
味  伺:7号苗蕃12ス室 クiラ

 叙菌味伸罐詰7冒櫨反6晋牽クL6S(939,ゼFj(ノノ3'c)61)令問

 苧刺修ク号碓茅L5S03ツガF)(/ノ2、フ。C)60分間

軽盟禾員啄侍並串刺彊詣

繁昌款
饗豊日日原科貢誓

味付軍剰

 三…民ノ0.2/'ク室ρ"0瓦一ク5缶4ヌ6缶

 計ク切.〃ρク5〃6

摘要

._一
 ξ実f羊凛¥十し7{チ缶)

 一一H

//4



赤貝味付着請    '一'、'、1、}一し』_

    暑缶)

 ホ貝味付罎話

 牢篶筆㌣外ヰ平
 に計丁房討1ア仁山…一}

 味け液割合

   国分τ量1漸要ヒ海/9並.}一塩375反
   註睾刺、番外にて味付する際庚用割合

   11…山一介重量腐1要
   醤油/8並'」
   砕創価以

   ''一一一山山一一

   クタ0タ」
   ク∫0,

   一`山一'

   7り

二三三三一
_____↓

//5'



註苧利者円差腕演割合

        区剛室量腐        醤海/8並奏■
        砂繕3π疋

        永飴ノ50反

        `水〃8jコニ

        註寝内昧件岡差値海割合赤貝敬峠東科紋理歩留比較
        丁

        教時廉科煮上剥身重ホ洗水河績味侍筏璃要

        竈煮去9ノ唐砺7反ノao%9庁637反/ク∫%7府〃9疋/oo%ク厨尺細及矛バ%

        易素寒/65ρ0/〃%!950〃.ダ%/8ム3ノ/9拍1/タ089脈%
        証本;歩宮前謙は単利乞詰に疎し短行せ=るk付、=朱件費しは缶外にて味付→±る妾…巳未

__■

註寝内昧件岡差値海割合

1

 し._.j皿1

 一」
 証本;歩宮前謙は単利乞詰に疎し短行せ=るk付、=朱件費しは缶外にて味付→±る妾…巳未

岡鍵椋萱記銀

          範・章{兵至霞液量

          甲剰λ吋瓦
          23'/53戸ク。忽茅、∫頸.∫          ^228〃3568〃7.,325撃鮎固ビ泌引㌣劃

          竣侍3テ6ノ㌻/667縛み。街.δ288          1J66ノ2ノ766鮒6.o外0〃0妻ト塗午11量
          {ノ戦。粒          61〃対ノ76δ7ρ.02〃ヌ∫・號畿碁冨箸ノ綱

          ウ269矛∫/5吐・・209釘。28/22342ア5邪一

“T;■

立

主産原衝

 旦分i孫舳蝸帥舳伯ト不
昧付

託

霧鰍艦燃鎌継惚獲鰐騨1
 鰍㈹榊鮒m舳・・ψ,・絆i矧坐舳帥/11幽・幽
 窪本科,ま。号鮒鶴難鯛鮎〃年暮媚島暮並〃目刺身験
碇穐

 漸一感冒灼は便ね違脱する寺が七禾た、株寝跨鶉早タで琶伺な香味は律ら玖ずI、
//6



 歩1留1」運く鵬個くばる細・あったが県外座似に依存した鯛罎勅矛州亟
 盾を左右し本冥業界に貴紙した.

 各産該I職、胴・完

 同氏寺の畢乏によリ貝類。苧量.禦三寒1の加工法1ごつさ試勇奏研完を票施した指累を尻施.
 崇者に指導をなした。一

 命(^⊃費聾ブIライン麦{ライトミ_ト)竈聾者試姦
 本最多年の着頴で巧った該養篭製童が一笑冤した刀て全牧に亘る試験研究をなした.

 醐虹り猷佳!二酬して脇箱!ま嫡湖1・報鉱渚った。
試験局所者楕単所

 裂亥前年硬勇窒ブIライン漬薩吉書1試験に草した、

 肺患琴杓'に試験屋度に止ったか民同案首に肩萄な資料を簾侠するヒ制=当所に
 於て1ま.間そ乃庚舌卜上二前途一三査j菱なるしりが序κ冴る;華丘÷榛乗墓した。

 珍(二)踊珂貢騎・雨着.試簸

 綱の甑1ζ織を乳舳銅鉾秦の脇のだ峨価な蛙コス←1こて長細
 鳳吻さくもの乞第ノ傍…f干しして零細カロ]二葉老反景漁木乍芸弄1文弓一か・蕎号i=なし1写る‡気箭
 指針媚植}4つて塙珂賭件耕/!鮒タ〃辺1二で師竜〃亭・以り蝸略
斤.

試豫場所者眉尊所

裂五

 A.刺身工程は前年室幸秦韻者一二萎巻頭

 ポ洗徐を得リたる刺身亭淋を茸豪湯黄を行・1。に際し責敬一哀十(春木i脚何ぢ.る僚

 件下1ごでも野・烹躬向ξ左石するから便碍ヒざる事.)乏滞謄とじめ刺身票料を投入

 ・猟熾鰯輸婦沸鮒1分一冊にて榊!榊する.
 調味1沸宇よ」剖身跡帖した蛾の残汁液/は1・沖し調味液(仰搬)
 三混入硬固防上の目的」=て台摺ペプシン2重量ヒ添加亡る調味短乞約zに藩指し
 ζ;舵作リ是ヒ熊大れたる刊身を孜脆来春啄を煩士ざる様蒋々か・出し7一
 乞圭盾し乍ら3δ分～な。分蔵量薬(;÷素べ)葬訂味し邑j至に斥.宋を以って冷却下し
と.

調味液割合

      I'一四匡……三一亙二一一'.^一一一'.      IH一一''・'一・'一■1戸'し1」_..一_,I`}      分要iO}二一「
      ∵

      一

      ■

      1!

      註第φ蓼一寸揮㍑ユに(い/上¢事;き毘舎覆泌に蔑毛した,沼 篭舌蓼†葎〃ユ1一〔U/上杉一き邑き癌泌に嚢矧た,縦き醒にたけ
 〃ク



 る区分のべしし以上・り請腋、残1+I二水治3フ"lL生多π及ε魯孟カロした潅包区分
 ヒ前げ著5とした.

緯亜.

 扁τ荻孫
府及
 〃9∫〃

唐尺肺
 75〃〃∫0  毎～、

 折葱所弱の自肘を豆灰泣釆浮ヌ市.販副=肥し教潜っ雲頂竃ヒり帝評を浮た.詞
 昧刺二長時因着るヒ・漆服zメ水箭めため固くな洲て・薬冨・順同量4む何にてぱ漆

 国止舳嵌斧て老蘇1・なる嫌い万あ言・ス貝類に於け鮮紬全撤に遍射水
 、る製法ζ・あつた勿て・個黄葉・着の益する事が認め舳た.

脅(三)蟹猛.翻1嶺
 {呆夢竿ブラス羊ソ室侯拝訂Iするにあたり、逓註演甲の.三星化ヒ製.品力主室謹表ξ{妾布]する葛胃窟

 義風して立戯ヒ醜法州紙靴美弛した.
訊簾蕩所当指導所

景表

 (A)立薩法6ヒ20o(汗王癌≡髪9冴62与瓦)のj轟水〕董をf乍理環科真彊ノ∫暦6戸7疋を

 〃嗣畔碑にて籟した。(鮒ブラス干鬼夜の。。壬。を便用)
 'B)庶嬬竜;乗簸/告苛6?7疋茎嵩匿コ層ヨ=250双三用塩曼ヒして呵斗{章1二て2+瞭

 「書1黒浅した一く液体フラスキ㌧け岡濫の一一一室混地す)
 ノ〃〕o

 経過肥鞍歩・憂

 尉箏亭等望讐讐■
 前感激量書の泉昌に介で外範に差累の石ろ菌分が生じた、ニハは当材の岡壷にフ

 ラスキンを昆稿す弓のr二笈く三毘姑さμなカ・った肇因によるヒ産は1い'ろ、全赦に謡味1;

 服て撒、製引蔚骸師欄1琳四通固一〔・あったこい歩蜜不摂鯛温量の不思一
 に塁因する■にかI削る.

 命.(垣茗j男河貝味侍鍾詰委記票白豊

 末果{手書目レしてフ弓正『貢つ、珠竹缶雲諸は前年庚以・柔外貨{蔓浮(踊三球帝罵向)ヒして声

 価けの竜残・三摂めて末期を契・・朗に砲児島弔商工課県浮動)華望舳じに市薫協
 のイ細書七Lして/、'40乗葦を製遣本旨畢した、

 繁直腸昨第ノ1疋工程却烹薬効可組合第21スェ程当肩身師一

 梨浅岡詰量、猿重前皐窓疋不竿霞渇員椥す擾.莞製豊に準し一た一
 所崔素妾む目=艮看瓦ハ駄のミも入'す弓篤合q砂一濯しは不責三てち弓葛当方刀ηIらこ^2弔朱
 外したのこ砂・1つ毘一石三万弓琶平1可記一'・卜該檀乃缶吉鍛直の票決1ま険敷き誠化す言
 意蒸は通硬i=なる位に雇佗す毒ヒ洗一I集、歩留一こ徴士っこヒか一大きい.
 依託舌冥吊魚協ぽ曜話晒工乃き菩・L1第ハ騎コエ勿疲衙t揖含婁1=キ碍さした。

 〃ダ


